






































ボランティア学生 200 名（4 年間通しての参加者 151 名）に、筆跡を 13 ms、0.3 mm の時
空間分解能で記録できるデジタルペンを用いて内田クレペリン検査（図１参照）を受検してい
ただきました。さらに精神健康度を測定する質問用紙 GHQ30 にも記入していただきました。




を実施しました。その結果、『t2/t1 ≧10 の群（A 群）』は『t2/t1 ＜10 の群（B 群）』と比べ、
休学・退学率が大幅に異なる（オッズ比：5.3）ことが明らかとなりました。さらに、不安と
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